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　６月１日、屋代駅前通り商店街にて「ワクワク屋代駅前ふれあいホコ天パーク」が
開催されました（市内の若手有志団体「YSWaT」主催）。
　会場内では、「（一社 ) 科野青年会議所」によるお店の窓ガラスに絵を描くイベント
が行われ、上田市の画家、白井ゆみ枝さんの協力のもと、子どもたちが窓ガラスをキャ
ンバスに自由な表現を楽しんでいました。

（音声コード）
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採決結果 :
     可決

令和７年６月定例会

　■ 会 期　19 日間 （６月２日〜６月 20 日）
千曲市のこんなことが決まりました。

６月定例会では、議案 22件と陳情２件を審議しました。

議会日程

QRコード作成

https://www.city.chikuma.lg.jp/gyoseijoho/chikumashigikai/4100.htm

議案名等 議案名等
専決処分事項報告について

（千曲市税条例の一部を改正する条例）
千曲市子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例制定について

専決処分事項報告について
（千曲市都市計画税条例の一部を改正する条例）

千曲市都市公園条例の一部を改正する条例制定に
ついて

専決処分事項報告について
（千曲市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

令和７年度千曲市一般会計補正予算（第１号）の議定
について

専決処分事項報告について
（令和６年度千曲市一般会計補正予算（第８号））

令和７年度千曲市下水道事業会計補正予算（第１号）
の議定について

千曲市公の施設の指定管理者の指定手続等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について 市道路線の認定について

千曲市体育施設条例の一部を改正する条例制定について 市道路線の変更について

千曲市保育所条例の一部を改正する条例制定について 千曲市農業委員会委員の任命について

千曲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について

令和７年度鳴海川河川改修工事第１工区請負契約の
締結について

■ 全員が賛成した議案

■ 全員が不採択とした陳情

■ 賛否が分かれた議案等 ※ 〇：賛成  ●：反対  欠：欠席  ※議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長：20番 金井文彦）

陳情名 都市計画公聴会に関する組織的非違行為及び不適切事務の是正と不祥事の事実を国と県に報告する
よう市長に求める陳情

議員名

議案名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議決結果
坂
口
　
吉
一

堀
内

太
一

宇
田
川
弘
子

早
志
　
圭
司

林
　
慶
太
郎

田
中
　
秀
樹

聖
澤
多
貴
雄

宮
下

繁
明

中
村
　
恒
彦

川
嶋

敬
信

𠮷
池
　
明
彦

滝
沢
　
清
人

大
澤
　
洋
子

中
村
　
眞
一

前
田
き
み
子

栁
澤
眞
由
美

和
田

英
幸

荻
原
光
太
郎

北
川
原
　
晃

金
井
　
文
彦

副市長の選任について 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 ● ● ● 欠 〇 ● ● ● 欠 〇 〇 〇 - 原案同意（賛9、 反8）

固定資産評価員の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 欠 〇 ● ● 〇 欠 〇 〇 〇 - 原案同意（賛12、反5）
千曲市健康プラザ条例の一部を改正する
条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● - 原案可決（賛13、反4）

千曲市保養センター条例の一部を改正する
条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● - 原案可決（賛13、反4）

千曲市余熱利用施設条例の一部を改正する
条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 ● - 原案可決（賛13、反4）

令和６年度鳴海川河川改修工事第１工区
変更請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ● 欠 〇 〇 - 原案可決（賛15、反2）

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情 ● 〇 ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● 欠 ● 〇 ● 〇 ● 欠 ● 〇 - 不 採 択（賛6、  反11）

賛 

成

　

料
金
の
見
直
し
は
、
物
価
高
騰
、
民
業
圧

迫
、
監
査
意
見
で
の
指
摘
、
受
益
者
負
担
の
考

え
方
な
ど
か
ら
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
議

会
に
は
２
年
前
に
料
金
改
定
の
検
討
を
始
め
た

報
告
、
昨
年
12
月
に
は
「
利
用
料
が
安
価
で
収

益
化
は
困
難
」
と
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の

報
告
や
、本
議
案
の
素
々
案
も
示
さ
れ
て
お
り
、

行
政
は
以
前
か
ら
検
討
と
議
会
へ
の
報
告
を

行
っ
て
い
る
。
上
限
額
＝
改
正
後
の
料
金
で
は

な
く
、
急
激
な
値
上
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
慎
重
な

議
論
を
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　
個
別
施
設
計
画
に
て
２
０
３
４
年
ま
で
に
総

量
縮
減
検
討
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
将
来
を
見

据
え
た
見
直
し
は
適
切
な
時
期
に
し
っ
か
り
と

図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
賛
成
す
る
。

林　
慶
太
郎

　
３
つ
の
議
案
は
、
千
曲
市
が
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
て
い
る
入
浴
施
設
の
利
用
料
金
上

限
額
を
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
だ
。
入
浴
施
設

は
指
定
管
理
料
と
料
金
収
入
で
経
営
さ
れ
て
い

る
。
酷
暑
の
時
期
の
利
用
者
減
少
、
人
件
費
や

燃
料
・
物
価
の
高
騰
で
経
費
は
増
額
し
経
営
は

厳
し
い
状
況
で
、
長
野
県
も
２
年
連
続
入
浴
料

金
上
限
額
を
引
き
上
げ
た
。

　
上
限
額
引
き
上
げ
は
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
し
、
指
定
管
理
者
に
と
っ
て
運
営
の

弾
力
性
・
自
由
度
が
上
が
り
、
経
営
の
改
善
が

図
ら
れ
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
う
料
金
設
定
が
で
き

る
。
受
益
者
負
担
の
原
則
で
、
市
の
財
政
負
担

も
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
利
用
者
が

満
足
で
き
る
よ
う
事
業
者
に
経
営
努
力
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
条
例
に
賛

成
す
る
。

栁
澤 

眞
由
美

賛 

成

　
条
例
で
、
利
用
料
金
の
範
囲
（
上
限
額
）
を

定
め
て
い
る
が
、
近
年
の
燃
料
高
騰
や
人
件
費

高
騰
で
運
営
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
長
野
県
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
（
上

限
額
）
と
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
物
価
高
騰
で
市
内
の
入
浴
料
金
は
上

げ
な
い
で
ほ
し
い
と
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
は

理
解
し
て
い
る
が
、
市
営
施
設
の
料
金
設
定
が

低
い
た
め
、
民
間
の
入
浴
施
設
も
上
げ
づ
ら
い

と
の
声
が
あ
る
。
そ
し
て
上
限
額
と
は
、
こ
こ

ま
で
は
上
げ
て
よ
い
と
の
最
高
額
で
あ
る
。
今

後
、
市
民
生
活
課
と
指
定
管
理
者
が
料
金
に
つ

い
て
協
議
を
し
10
月
1
日
か
ら
の
値
上
げ
に
な

る
。
良
質
の
湯
の
戸
倉
上
山
田
温
泉
を
守
る
た

め
賛
成
す
る
。 前

田 

き
み
子

賛 

成 北
川
原　
晃

坂
口　
吉
一

反 

対

反 

対

　
私
は
「
市
の
入
浴
施
設
の
利
用
料
金
上
限
額
の
大
幅
値
上
げ
」
に
反
対

す
る
。
料
金
改
正
案
は
、
大
人
料
金
が
５
０
０
円
、
子
ど
も
は
90
円
が

１
７
０
円
、未
就
学
児
以
下
は
無
料
が
有
料
。
65
歳
以
上
は
３
倍
以
上
に
、

白
鳥
園
は
大
人
が
９
５
０
円
、
65
歳
は
６
５
０
円
と
大
幅
に
値
上
げ
を
す

る
も
の
だ
。

　
市
の
入
浴
施
設
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や
福
祉
が
目
的
で
、
地
域
住
民

の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昨
今
の
、あ
ら
ゆ
る
物
価
高
騰
は
、

家
計
を
圧
迫
し
、
年
金
受
給
者
や
子
育
て
世
帯
の
生
活
の
や
り
く
り
は
大

変
だ
。
今
、
利
用
料
金
の
値
上
げ
で
、
市
民
の
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
こ
と
に
私
は
強
く
反
対
す
る
。

　
３
つ
の
議
案
は
、
市
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
入
浴
施
設
の
料
金

上
限
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
事
前
に
市
民
へ

の
説
明
や
意
見
募
集
は
一
切
な
く
、
最
初
の
情
報
は
5
月
27
日
の
新

聞
報
道
で
あ
っ
た
。
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
市
民
の
間
に
混
乱
が
広

が
り
、
白
鳥
園
の
指
定
管
理
者
が
公
式
サ
イ
ト
で
補
足
説
明
を
出
す

事
態
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
対
象
施
設
は
県
の
料
金
統
制
の
対
象
外

で
あ
り
、
引
き
上
げ
の
根
拠
も
不
十
分
で
あ
る
。

　
市
民
不
在
で
一
方
的
に
進
め
ら
れ
た
た
め
、
今
回
の
条
例
改
正
に

は
反
対
す
る
。

千曲市健康プラザ条例の一部を改正する条例制定について
千曲市保養センター条例の一部を改正する条例制定について
千曲市余熱利用施設条例の一部を改正する条例制定について

賛 

成

このような理由で 賛成・反対しました。討　　論
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入
浴
施
設
の「
利
用
区
分
」「
利
用
料
金
」

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

令
和
６
年
度
鳴
海
川
河
川
改
修
工
事

第
１
工
区
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
燃
料
費
や
人
件
費
等
の
高
騰
が
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
、
長
野
県
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
と
隔
た
り
が
あ
り
入
浴
料
が
安

価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
業
圧
迫
の
回
避
・
受
益
者
負
担
の
原
則
・
財
政

負
担
軽
減
の
た
め
当
該
施
設
の
利
用
料
金
の
上
限
額
等
を
定
め
て
い
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
増
工
額
は
１
２
３
６
万
４
千
円
。
要
因
は
掘
削
残
土
の
運
搬
費
・
処
分

費
や
、
作
業
ヤ
ー
ド
を
地
元
協
議
の
う
え
鳴
海
川
上
へ
変
更
し
た
こ
と
、

及
び
想
定
し
て
い
た
仮
設
駐
車
場
の
地
権
者
と
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
農

地
利
用
で
敷
鉄
板
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

社会文教
　　常任委員会

経済建設
　　常任委員会仮

設
駐
車
場
費
に
つ
い
て
は
、
業
者
が
費
用

負
担
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

安
易
に
増
工
が
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

契
約
時
に
業
者
の
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
。

令
和
７
年
度
鳴
海
川
河
川
改
修
工
事
第
１
工

区
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
増
工
が

な
い
よ
う
要
望
す
る
が
。

業
者
の
責
任
と
な
る
も
の
を
明
確
に
し
、
注
意

し
て
い
き
た
い
。

安
易
な
増
工
は
な
い
よ
う
に
す
る
。

土
地
の
賃
料
は
業
者
が
負
担
し
、
敷
鉄
板
は
協

議
の
中
で
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

新
戸
倉
体
育
館
整
備
・
運
営
事
業
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

Pick
up11

長
野
県
で
は
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
が
改
定

さ
れ
、
上
限
額
は
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
千
曲
市

は
も
う
少
し
早
い
時
期
に
料
金
改
定
の
条
例
改
正

を
上
程
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
入
浴
料
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
で
、
入
浴
施
設
５
か
所
の
運
営
の
改

善
は
図
れ
る
か
、
運
営
が
厳
し
い
中
、
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

　
担
当
課
よ
り
、
事
業
者
の
選
定
や
建
設
期
間
、
使
用
開
始
等
の
今
後
の

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
が
あ
っ
た
（
事
業
者
と
の
意
見
交
換
に
よ
り

変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
）。

利
用
料
金
が
上
が
る
こ
と
で
、
利
用
者
数
増
加
を

見
込
む
対
策
は
と
れ
る
か
。

総務
　　常任委員会

栁
澤 

眞
由
美

入
浴
施
設
の
主
な
収
入
は
利
用
料
金
と
指
定
管
理
委

託
料
で
、
燃
料
高
騰
な
ど
の
経
費
増
加
分
は
市
の
補

助
金
で
負
担
し
て
お
り
財
政
の
負
担
は
大
き
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
長
野
市
や
上
田
市
も
同
様
で
、
４

月
か
ら
利
用
料
金
を
値
上
げ
し
た
。
監
査
委
員
か
ら

も
料
金
改
定
を
含
め
運
営
の
改
善
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
利
用
料
金
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
で
運
営
の
弾
力
性
・
自
由
度
が
上
が
り
、
サ
ー

ビ
ス
に
見
合
う
利
用
料
金
設
定
が
可
能
と
な
る
。
な

お
、
利
用
料
金
の
上
限
額
を
定
め
る
も
の
で
、
上
限

額
い
っ
ぱ
い
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

事
業
者
の
選
定
と
事
業
契
約
の
締
結
は
。

物
価
高
騰
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
上
限
額
改
正

は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
。

短
期
的
に
利
用
者
は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
料
金
値
上
げ
に
見
合
う
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
よ
う
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

維
持
管
理
・
運
営
期
間
と
事
業
終
了
は
。

【
正
副
委
員
長
の
交
代
】

開
業
準
備
・
供
用
開
始
は
。

維
持
管
理
・
運
営
期
間
は
令
和
10
年
10
月
1
日

か
ら
25
年
3
月
末
日
で
、
事
業
終
了
は
令
和
25

年
3
月
末
日
の
予
定
。

𠮷
池
明
彦
委
員
長
の
辞
任
に
よ
り
、
正
副
委
員
長
が
交
代
し
ま
し
た
。
新

委
員
長
に
は
聖
澤
多
貴
雄
議
員
、
新
副
委
員
長
に
は
田
中
秀
樹
議
員
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

設
計
・
建
設
期
間
は
。

上
限
額
改
正
の
前
に
利
用
料
金
を
決
め
る
べ

き
で
は
。

開
業
準
備
期
間
は
令
和
10
年
8
月
1
日
か
ら

9
月
末
で
、
令
和
10
年
10
月
1
日
か
ら
供
用
開

始
予
定
。

現在の戸倉体育館

体
育
館
は
令
和
7
年
9
月
か
ら
10
年
7
月
末
、
屋
外
施
設
等
は
、
10
年

9
月
末
を
予
定
。

条
例
と
し
て
上
限
額
を
設
定
し
な
い
と
利
用
料

金
が
決
ま
ら
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
7
月
中
に
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
、
公
表
す
る
。
8
月
に
は

基
本
協
定
・
仮
契
約
を
締
結
し
、
9
月
議
会
の
議
決
を
も
っ
て
本
契
約
と

な
る
予
定
。

燃
料
費
や
人
件
費
等
の
高
騰
が
運
営
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
で
も
昨

年
度
か
ら
料
金
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=C2OkSlQo6Fw

仮設駐車場

佐野川温泉　竹林の湯の浴場Re SPAシンコースポーツ（千曲市余熱利用施設）の浴場

作業ヤード設置状況

議案審議での

◎
討
論
で
は
、
賛
成
意
見
の
一
方
で
、
物
価
高
の
今
、

上
限
額
改
正
に
は
反
対
と
の
意
見
が
あ
り
、
委
員

会
で
の
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　
（
な
お
、そ
の
後
の
本
会
議
で
は
可
決
し
た
。）

千曲市健康プラザ条例の一部を改正する条例制定について
千曲市保養センター条例の一部を改正する条例制定について
千曲市余熱利用施設条例の一部を改正する条例制定について

Pick
up22

Pick
up33
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一
般
質
問

個
人
質
問

　
市
議
会
議
員
個
人
が
、
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
市
長
・
教

育
長
等
の
方
針
に
つ
い
て
、
答
弁
を
求
め
る
も
の
。

こ
こ
に
掲
載
す
る
原
稿
は
、

質
問
者
の
責
任
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
定
例
会
で
は
、

 　
　
15
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。千曲市議会ユーチューブ 検 索

　
千
曲
市
議
会
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
議
員
の
顔
写
真
の
下
に
あ
る
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
そ
の
議

員
の
一
般
質
問
の
動
画
を
視
聴
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  （
動
画
は
一
般
質
問
の
約
２
週
間

    

後
か
ら
配
信
さ
れ
ま
す
。）

議会公式チャンネル

ゴミ収集場所は区・自治会で
管理運営を行っている

転
入
者
の
方
に
対
し
ゴ
ミ
を
出

す
場
所
に
つ
い
て
ど
う
説
明
し

て
い
る
の
か
。

千
曲
市
に
お
け
る
少
子
化
の
原

因
は
、
若
年
層
や
若
い
女
性
の

市
外
流
出
で
あ
る
。
現
行
の
少

子
化
対
策
で
あ
る
経
済
的
負
担

軽
減
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。

地
方
に
お
い
て
は
婚
姻
数
の
増

加
が
少
子
化
対
策
の
鍵
に
な
る
。

若
年
女
性
が
定
着
し
安
心
し
て

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
が
。

市
長
の
役
割
、
ま
た
政
党
的
立

ち
位
置
に
つ
い
て
。

市
内
医
療
機
関
も
診
療
報
酬
の

抑
制
に
加
え
、
人
件
費
や
水
道

光
熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
経
営

が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
地
域
医

療
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に
市

自
治
会
未
加
入
者
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

一
般
の
個
人
家
庭
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
場
合
に
も
補
助
金
を

出
し
て
設
置
台
数
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か
。

「
必
ず
交
付
決
定
書
を
受
領
し
て
か

ら
着
手
」「
事
後
の
申
請
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
同
じ
事

業
を
し
て
も
事
前
に
相
談
す
れ
ば
補

助
金
が
出
て
事
後
だ
と
出
な
い
、
つ

ま
り
何
か
や
る
時
は
必
ず
お
上
に
お

伺
い
を
立
て
ろ
と
言
う
上
か
ら
目
線

に
も
思
わ
れ
る
が
。

千
曲
市
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る

に
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
自
主
財
源
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
と
思
う
が
。

清
泉
大
学
農
学
部
の
市
へ
の
進

出
は
若
年
層
や
女
性
の
流
入
に

結
び
付
き
大
い
に
歓
迎
す
る
が
。

部
活
動
地
域
移
行
に
お
け
る
制

度
と
現
場
の
乖
離
に
つ
い
て
。

転
入
者
に
は
地
区
の
役
員
や
近

隣
の
方
に
確
認
い
た
だ
く
よ
う

案
内
を
し
て
い
る
。

市
行
政
機
関
と
し
て
の
効
果
が
不
明

確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
市
の

助
成
事
業
と
は
考
え
て
い
な
い
。

高
等
教
育
機
関
や
企
業
誘
致
に

よ
り
若
年
層
の
流
入
や
市
内
企

業
へ
の
雇
用
促
進
を
図
り
、
移

住
定
住
施
策
を
推
進
す
る
。
若

年
層
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
出

会
い
の
創
出
や
結
婚
に
伴
う
新

生
活
費
用
に
対
す
る
助
成
策
な

ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
。

千
曲
市
で
は
、
道
路
や
河
川
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ
め

と
す
る
重
要
施
策
の
推
進
に
向

け
、
国
の
補
助
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
。
市
長
自
ら

が
要
望
活
動
や
各
種
会
議
に
参

加
し
、
国
会
議
員
や
省
庁
幹
部

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
実
情
を
丁
寧
に

伝
え
、
国
の
支
援
と
理
解
を
得

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
も

粘
り
強
く
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

の
実
現
に
取
り
組
む
。

今
年
度
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
市
内
の
病
院
、
診
療
所
な
ど

社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
を

実
施
す
る
。

立
地
適
正
化
計
画
を
柱
と
し
、

将
来
の
人
口
規
模
に
見
合
っ
た

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
を
推

進
し
て
い
く
。

令
和
９
年
４
月
の
開
校
を
目
指

し
て
大
学
側
と
連
携
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
ち
の
活
性

化
、
若
年
層
の
人
口
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
を
大
変
期
待
し
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
国
の

方
針
を
基
に
千
曲
市
・
坂
城
町

で
協
議
を
重
ね
、
自
治
体
が
主

体
と
な
る
形
で
進
め
て
い
る
。

現
在
も
課
題
は
あ
る
が
、
関
係

者
が
協
力
し
て
対
応
し
て
い
る
。

財
政
面
で
は
、
補
助
金
に
頼
ら

ず
、
主
に
会
費
と
市
町
の
支
援

で
運
営
予
定
。
月
会
費
は
上
限

３
０
０
０
円
と
し
、
経
済
的
理

由
で
参
加
を
諦
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。
送
迎

支
援
は
専
門
部
の
要
望
に
基

づ
き
実
施
中
。
賛
助
金
は
目
標

１
０
０
万
円
以
上
と
し
、
昨
年

度
は
１
０
２
万
円
超
を
達
成
し

た
。
今
後
も
理
解
促
進
に
努
め

て
い
く
。

ゴ
ミ
を
出
す
場
所
の
説
明
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
と
高
齢
社
会
へ
の

対
応
は

国
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

早
志 

圭
司

和
田 

英
幸

坂
口 

吉
一

無
会
派

自
由
政
策
研
究
会

自
由
政
策
研
究
会

区
・
自
治
会
に
相
談
い
た
だ
く

よ
う
説
明
し
、
ま
た
区
・
自
治

会
に
対
し
て
は
「
維
持
管
理
費

等
の
負
担
を
求
め
る
方
法
も
あ

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

千
曲
市
補
助
金
等
交
付
規
則
に
沿
っ

た
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
事
後
申

請
の
場
合
、
交
付
対
象
で
な
い
事
業

で
あ
れ
ば
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ず
申

請
者
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
リ
ス
ク
回
避
の
面

も
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

公
民
館
等
に
あ
る
備
品
等
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
と
清
泉
大
学
に

つ
い
て

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=PlYUp2bXjqc

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=LYfz2QiT0DA

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=RjJ6kMuOw4Y

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

避
難
所
開
設
訓
練
を
見
学
し
て

気
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

市
民
の
政
治
参
加
と
選
挙
へ
の

関
心
促
進
に
つ
い
て

  

◯◯�

遊
水
地
お
よ
び
地
域
防
災
拠
点

道
の
駅
へ
の
雨
水
活
用
設
備
導

入
に
よ
る
地
域
防
災
力
と
資
源

循
環
型
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
つ

い
て

  

◯◯�

物
価
高
騰
に
お
け
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
宣
言
」
と
の
整
合
性

に
つ
い
て

内
医
療
機
関
へ
の
積
極
的
な
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。
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市
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は

８
組
織
１
６
５
ha
、坂
城
町
は
７

組
織
２
１
６
ha
。
事
務
手
続
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
支
援
を
検

討
し
た
い
。

経
営
が
悪
化
し
た
場
合
、
財
政

負
担
は
あ
る
の
か
。

地
方
の
大
学
は
定
員
割
れ
、
財

政
難
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

大
学
は
財
政
支
援
が
な
け
れ
ば

こ
の
事
業
は
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
財
政
支
援
が

決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
校
舎

建
設
開
始
予
定
が
来
年
１
月
に

決
ま
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
だ
。

負
担
を
負
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

人
気
の
高
い
農
学
部
を
開
設
す

る
こ
と
が
定
員
割
れ
回
避
の
対

策
と
考
え
て
い
る
。

支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
仮
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

孤
立
し
て
い
る
高
齢
者
を
見
捨

て
て
い
な
い
か
。

敬
老
会
の
参
加
者
に
だ
け
１
人

５
０
０
円
の
補
助
金
を
出
す
政

策
は
公
平
か
。

大
学
は
「
知
と
人
材
の
宝
庫
」。

発
酵
と
醸
造
の
産
業
に
貢
献
す

る
人
材
育
成
や
若
者
が
集
い
、

雇
用
創
出
等
、
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
。

大
学
誘
致
に
千
曲
市
は
ど
の
よ

う
な
夢
や
将
来
を
描
い
て
い
る

の
か
。

祝
賀
会
を
行
う
区
・
自
治
会
に

交
付
す
る
も
の
で
、
参
加
者
個

人
に
交
付
す
る
も
の
で
は
な
い
。

不
公
平
な
政
策
と
は
考
え
て
い

な
い
。

週
２
回
の
安
否
確
認
を
行
う
安

心
コ
ー
ル
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
等
、
地
域
社
会
か
ら
孤

立
す
る
こ
と
を
防
ぐ
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

清
泉
大
学
誘
致
に
つ
い
て

宇
田
川 

弘
子

無
会
派

大
型
事
業
の
経
費
増
大
は
市
民
福

祉
の
低
下
を
招
い
て
い
な
い
か

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?v=SRM0i70HKzM&t=697s

千曲市内の 13 校の小中学校

「
令
和
の
米
騒
動
」
に
よ
り
農
政

の
課
題
が
表
面
化
し
て
い
る
。
市

の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
へ
の

取
り
組
み
が
周
辺
自
治
体
と
比
べ

て
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
市

が
事
務
手
続
を
代
行
す
る
な
ど
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
年
３
月
、
文
科
省
と
気
象
庁

が
示
し
た
報
告
書
『
日
本
の
気

候
変
動
２
０
２
５
』
で
は
、
24

年
の
世
界
平
均
気
温
は
産
業
革

命
前
に
比
べ
て
初
め
て

１.５
℃
を

超
え
、
１
・
55
℃
上
昇
し
た
。
今

の
ま
ま
で
は
今
世
紀
末
「
４
℃

シ
ナ
リ
オ
」
の
可
能
性
が
高
く
、

当
面
の
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
は
絶
対
的
な
目
標
、
C
O
2

総
排
出
量
の
10
％
を
占
め
る
食

品
ロ
ス
削
減
は
必
須
。
気
候
正

義
の
一
つ
「
生
ご
み
は
分
け
れ

ば
資
源
」
な
ど
、
緩
和
レ
ベ
ル

を
上
げ
た
温
暖
化
対
策
を
問
う
。

千
曲
市
の
合
併
特
例
債
２
３
４
億
円

に
つ
い
て
は
一
市
二
町
で
ど
の
よ
う

に
分
配
さ
れ
た
か
。
地
域
間
の
格
差

が
大
き
い
た
め
市
民
の
一
体
感
が
醸

成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

現
状
の
課
題
認
識
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
。

上
山
田
文
化
会
館
は
昭
和
55
年
、
県

内
最
高
級
の
会
館
を
と
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
建
設
し
た
地
域
の
宝
で
あ

る
。
令
和
7
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い

た
改
修
工
事
の
中
止
は
い
つ
ど
こ
で

誰
が
決
め
た
の
か
。
突
然
の
統
廃
合

の
発
表
は
市
民
へ
の
説
明
も
な
く
議

会
軽
視
で
は
な
い
か
。

更
な
る
気
温
上
昇
に
よ
り
、
大

気
中
の
飽
和
水
蒸
気
量
が
激
増

し
、
降
水
頻
度
は
減
る
も
の
の

一
度
に
降
る
降
水
量
や
台
風
に

よ
る
大
雨
の
強
度
が
増
し
て
い

く
。
梅
雨
か
ら
の
５
カ
月
間
は

要
警
戒
期
間
、
５
月
に
全
戸
配

布
し
た
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

捉
え
方
と
「
命
を
守
る
気
候
変

動
適
応
策
」
を
問
う
。

統
廃
合
や
再
編
の
可
能
性
は
。

学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
近
隣
校

の
共
同
利
用
、
お
お
と
り
プ
ー

ル
の
活
用
な
ど
今
後
の
あ
り
方

の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。

土
地
改
良
区
や
用
水
組
合
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
成

り
立
ち
や
事
業
規
模
が
異
な
る
た

め
負
担
金
は
統
一
さ
れ
て
い
な

い
。
市
と
し
て
は
各
団
体
の
自
主

性
、
独
立
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

今
後
検
証
を
重
ね
、
令
和
９
年
改

定
の
「
第
３
次
千
曲
市
環
境
基
本

計
画
」
に
、
地
球
温
暖
化
緩
和
策

を
盛
り
込
む
。

合
併
特
例
債
の
地
域
別
配
分
に
つ
い

て
は
旧
更
埴
地
域
が
１
６
１
億
円
で

75.

８
％
、旧
戸
倉
地
域
が
43
億
円
で

20.

２
％
、旧
上
山
田
地
域
が
8
億
円

で
4.0
％
。
上
山
田
地
域
に
つ
い
て
は

今
後
戸
倉
上
山
田
温
泉
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
の
結
果
を
見
て
均
衡
あ
る

発
展
に
取
り
組
み
た
い
。

令
和
７
年
度
当
初
の
児
童
生
徒

数
は
小
学
校
２
７
９
５
人
、
中

学
校
１
３
７
４
人
で
あ
り
、
国

が
示
す
学
校
規
模
の
標
準
12
～

18
学
級
に
対
し
、
小
学
校
９
校

の
う
ち
４
校
、
中
学
校
４
校
の

う
ち
２
校
が
下
回
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
多
く
の
小
学
校
で
建

物
が
築
40
年
を
経
過
し
、
老
朽

検
討
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
学
校

は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
防

災
の
核
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
、

地
域
の
状
況
に
よ
り
小
規
模
校

と
し
て
存
続
さ
せ
る
必
要
も
あ

る
。
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
学
校
と
す
る
た
め

に
、
統
廃
合
あ
り
き
で
な
い
学

校
施
設
と
学
び
の
あ
り
方
を
丁

寧
に
議
論
し
て
い
く
。

９
割
以
上
が
20
年
経
過
し
老
朽

化
す
る
中
、
水
泳
機
会
の
確
保
、

指
導
の
充
実
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
な
ど
に
着
目
し
、
近
隣
市

の
取
り
組
み
を
研
究
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
る
。

５月配布の新ハザードマップ、市内と上流域で
約 400㎜の降水量があった場合の市内地域の
状況図。今後温暖化が益々進行した場合、降水
量の増加が予測され大水害の可能性は高まる

わ
が
ま
ち
の
気
候
変
動
対
策

学
校
施
設
と
学
び
の
あ
り
方
に
つ

い
て

滝
沢 

清
人

林 

慶
太
郎

公
明
党

自
由
政
策
研
究
会

市
内
に
あ
る
三
つ
の
文
化
施
設
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
財
政
上
難
し
い

た
め
、
予
算
付
け
を
見
送
り
統
廃
合

の
検
討
を
市
長
が
指
示
し
た
。
文
化

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
委

員
会
の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。

新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
市
民
に
説
明
し
て
い
く
。

『
気
候
変
動
２
０
２
５
』
報
告
書

に
よ
り
、
今
後
益
々
降
水
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
予
測
で
あ

り
、
報
告
書
の
内
容
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、

環
境
部
と
し
て
市
民
に
広
報
し

て
い
く
。

「
地
域
間
格
差
」
を
解
消
し
「
均
衡
あ

る
発
展
」
の
た
め
に

上
山
田
文
化
会
館
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て

『
気
候
変
動
２
０
２
５
』
が
示
す

降
水
量
将
来
予
測

農
業
支
援
に
つ
い
て

宮
下 

繁
明

一
志
会　

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=hqlRNxAeizA

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=oHhbrMjM9jw

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?v=j3-
NnJWOalM

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

気
候
変
動
と
市
内
農
業
の

今
後
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

身
近
な
施
設
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
と
更
新

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
子
化
に
対
応
し
た
新
た
な
学

校
づ
く
り
や
、
学
校
施
設
の
適

正
規
模
・
配
置
、
学
校
と
地
域

の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

庁
内
で
検
討
し
て
い
る
。

公平な政策か？

六
ヶ
郷
用
水
組
合
と
西
部
土
地
改

良
区
に
お
い
て
は
受
益
者
負
担
金

が
あ
る
が
、
同
じ
市
内
に
あ
る

埴
科
土
地
改
良
区
に
お
い
て
負
担

金
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
公
平
性

の
点
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
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◎
昨
年
６
月
に
文
部
科
学
省
の

「
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援

事
業
」
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

国
か
ら
約
13
億
円
の
助
成
金

が
拠
出
さ
れ
る
見
込
み
。

◎
昨
年
７
月
に
清
泉
女
学
院
大

学
（
現
清
泉
大
学
）
学
長
と

千
曲
市
長
に
よ
る
共
同
記
者

発
表
が
行
わ
れ
農
学
部
新
設

構
想
が
発
表
さ
れ
た
。

◎
総
事
業
費
は
当
初
18
億
円
程

度
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、

資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
30
億
円
に
上
る
と
説
明
。

こ
の
た
め
大
学
の
自
己
資
金

９
億
円
あ
ま
り
に
加
え
、
千

曲
市
に
支
援
の
要
望
を
昨
年

11
月
に
は
６
億
８
千
万
円
、

今
年
２
月
に
は
８
億
円
の
要

望
に
増
加
。
う
ち
４
億
円
を

長
野
県
か
ら
の
補
助
金
を
予

定
。

◎
来
年
３
月
の
文
部
科
学
省
へ

の
設
置
認
可
申
請
や
同
時
期

の
校
舎
建
設
着
工
を
経
て
再

４
月
７
日
、
県
教
育
長
に
、
市
内

県
立
高
校
２
校
の
維
持
存
続
を

求
め
る
１
万
1
9
8
2
人
分
の

署
名
を
手
渡
し
た
。
懇
話
会
で
は

校
地
検
討
部
会
が
設
置
さ
れ
、
校

地
・
校
舎
の
環
境
、
通
学
環
境
、

教
育
環
境
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

集
団
転
作
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
米
価
の
大
幅

な
下
落
を
防
ぐ
た
め
、
長
野
県

農
業
再
生
協
議
会
か
ら
「
生
産

数
量
目
安
値
」
の
配
分
が
割
り

当
て
ら
れ
実
施
し
て
い
る
。
来

年
度
以
降
は
、
国
、
県
の
動
向

を
注
視
し
生
産
調
整
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
あ
ん
ず
に

被
害
が
出
た
。
被
害
額
は
現
段

階
で
は
算
出
で
き
な
い
状
況
で
、

今
後
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
、

被
害
額
の
算
出
を
行
う
。

令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
、
米

が
不
足
し
て
い
る
。
現
在
も
市

内
で
減
反
政
策
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
、
市
内
の
減
反
の
状

況
は
。

市
内
川
西
地
区
に
降
っ
た
雹
の

被
害
は
。

千
曲
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
第
2
条
第
１
項
第
3
号
に
は
、

「
協
働
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
、
市
議
会
及
び

市
の
執
行
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
、

協
力
し
合
う
こ
と
を
い
う
。」
と

あ
る
。
市
長
が
考
え
る
市
の
執

行
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

は
何
か
伺
う
。

農
学
部
は
実
験
機
器
、
農
地
な

ど
の
整
備
・
維
持
が
必
要
。
確

保
の
め
ど
は
。

現
在
の
日
本
の
農
業
は
課
題
山

積
、
農
業
予
算
は
減
ら
さ
れ
農

業
者
の
所
得
補
償
も
な
い
。
大

学
進
学
者
数
が
減
少
し
、
今
の

農
学
部
人
気
が
長
く
続
く
か
疑

問
。
都
心
回
帰
の
傾
向
も
強
く

地
方
の
大
学
は
難
し
い
。
農
学

部
の
将
来
性
や
生
き
残
り
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

今
年
４
月
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

一
層
導
入
す
る
た
め
に
「
千
曲

市
民
間
活
力
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
の
技
術
力
を

活
用
し
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と

コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
る
こ

と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
行
政
が
民

間
の
管
理
指
導
を
し
な
け
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招
く

こ
と
。

国
土
交
通
省
は
、
障
が
い
者
が

歩
い
て
移
動
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
」
を
策
定
し
、
市
町
村

の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
姨
捨
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
。

若
年
層
、
特
に
女
性
の
市
外
へ

の
流
出
抑
制
、
市
外
か
ら
の
移

住・定
住
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
、

大
学
の
教
職
員
に
よ
る
出
前
授

業
な
ど
を
期
待
。

農
学
系
は
志
願
倍
率
９
．78
倍
の

人
気
。
農
学
部
は
県
内
に
信
州

大
学
し
か
な
く
東
北
信
地
域
か

ら
学
生
が
入
学
す
る
。
市
も
支

援
し
た
い
。

協
議
を
し
て
い
る
段
階
。
市
で

は
農
業
委
員
会
等
と
連
携
し
て

遊
休
農
地
の
確
保
に
努
め
る
。

清
泉
大
学
農
学
部
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
は
。

英
国
で
は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、

す
で
に
新
規
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
日
本
で

も
契
約
の
解
除
や
中
止
の
事
例

が
あ
る
。
経
費
節
減
効
果
も
期

待
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
だ
が
。

千
曲
市
の
今
後
の
対
応
は
。

署
名
簿
提
出
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

事
業
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く

民
間
事
業
者
が
資
金
を
調
達
し
、

財
政
負
担
を
平
準
化
で
き
る
。

「
協
働
」
と
は
、「
市
民
や
様
々

な
団
体
・
行
政
が
お
互
い
を
理

解
し
合
い
、
対
等
な
立
場
で
特

性
や
長
所
を
発
揮
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
共
通
の
目
的
の
達
成

に
向
け
て
力
を
出
し
合
っ
て
取

り
組
む
こ
と
」
と
認
識
し
て
い

る
。
第
三
次
千
曲
市
総
合
計
画

に
掲
げ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
は
市
民
一
人
ひ
と
り
で

す
。
自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
市

民
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
共
通
の

令
和
10
年
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
見
据
え
、
姨
捨
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
昇
降
機

を
設
置
す
る
こ
と
は
必
要
と
考

え
、
J
R
東
日
本
に
伝
え
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
市
民
に

有
益
か　

千
曲
市
の
減
反
政
策
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中
村 

恒
彦

前
田 

き
み
子

堀
内 

太
一

日
本
共
産
党
千
曲
市
議
団

日
本
共
産
党
千
曲
市
議
団

新
政
ク
ラ
ブ

来
年
４
月
の
開
設
を
目
指
し
て

い
る
。

人
口
流
出
の
歯
止
め
と
農
業
・

産
業
・
観
光
・
教
育
な
ど
様
々

な
分
野
で
の
連
携
を
考
え
、
広

範
な
分
野
に
お
け
る
効
果
を
期

待
し
て
い
る
。

屋
代
南
高
校
に
つ
い
て

清
泉
大
学
農
学
部
誘
致
に
つ
い
て　

5
月
21
日
の
雹ひ
ょ
う被
害
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

清
泉
大
学
に
つ
い
て

川
嶋 

敬
信

一
志
会　

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

屋
代
南
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡

地
に
つ
い
て

  

◯◯�

屋
代
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
周

辺
の
動
向
に
つ
い
て

  

◯◯�

屋
代
S
I
C
の
費
用
対
効
果

と
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

  

◯◯�

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
重
要
な

政
策
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

市
内
公
共
交
通
の
日
曜
日
運
行

廃
止
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

協
働
事
業
提
案
制
度
に
つ
い
て

  

◯◯�

キ
ッ
ズ
携
帯
使
用
に
つ
い
て

  

◯◯�

キ
ッ
ズ
携
帯
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

貸
与
な
ど
に
つ
い
て

  

◯◯�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
お
買
い
物
バ

ス
、
通
院
バ
ス
、
な
ど
の
目
的

限
定
バ
ス
に
つ
い
て

  

◯◯�

バ
ス
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

利
用
に
つ
い
て

  

◯◯�

投
票
立
会
人
の
高
校
生
採
用
に

つ
い
て

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=84hBtEHpK8s

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=7z69CaqOIiw

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=H2uDnKdfB4A

雹によるりんごの被害
2020 年白鳥園「協働の公園づくり」　

 市、NPO、ボランティアグループ「ガーデン 
 サポーターズ」との協働による芝張り

想
い
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な

分
野
で
特
色
の
あ
る
人
材
を
育

む
人
づ
く
り
を
進
め
、
多
彩
な

力
が
発
揮
で
き
る
持
続
可
能
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
」
を
推
進
す
る
た
め
の
業

務
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
が
、

市
の
果
た
す
役
割
で
あ
る
と
考

え
る
。

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?v=RjpAg-
Fi2Nk
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債
務
償
還
能
力
及
び
資
金
繰
り

状
況
と
も
に
留
意
す
べ
き
状
況

に
な
い
と
の
評
価
を
得
た
。

経
常
収
支
比
率
の
悪
化
に
つ
い

て
の
所
見
は
。

庁
舎
建
設
や
災
害
復
旧
事
業
等

で
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
が

多
い
こ
と
、
人
件
費
・
扶
助
費

の
増
加
に
伴
い
、
当
面
の
間
経

常
収
支
比
率
が
改
善
さ
れ
る
見

込
み
は
な
い
。

財
政
の
硬
直
化
の
回
避
や
歳
出

の
適
正
化
の
具
体
策
は
。

債
務
負
担
行
為
限
度
額
56
億
5
千

万
円
を
設
定
し
た
が
、
そ
の
内

訳
と
市
の
負
担
額
は
ど
う
か
。

関
東
財
務
局
の
財
政
状
況
把
握

の
結
果
に
つ
い
て
は
。

市
道
一
重
山
２
号
線
は
、
国
道

４
０
３
号
を
市
道
と
し
て
工
事

を
す
る
。
そ
の
こ
と
で
市
が
多

額
の
補
償
を
す
る
こ
と
に
な
る

が
。

民
間
活
力
導
入
に
よ
り
、
低
廉

で
、
工
期
が
短
縮
さ
れ
、
財
政

負
担
が
平
準
化
さ
れ
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
。　

令
和
８
年
に
は
９
年
ぶ
り
に
完

全
な
形
で
本
神
事
が
開
催
さ
れ

る
。
令
和
２
年
、
５
年
に
は
実

施
で
き
な
か
っ
た
継
承
の
た
め

の
記
録
映
像
作
成
の
予
定
と
、

沢
山
川
に
架
か
る
斎
場
橋
で
行

わ
れ
る
「
橋は
し

懸が
か

り
」
時
の
観
客

の
安
全
対
策
は
。

急
激
な
人
口
減
少
の
中
で
、
当

初
計
画
に
な
い
大
型
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
財
政
上
問
題

な
い
か
。

治
水
対
策
の
進
捗
状
況
と
危
機

管
理
は
万
全
か
。

道
路
幅
20
ｍ
に
す
る
必
要
性
は
。

建
物
補
償
が
切
り
取
り
工
法
か

ら
移
転
工
法
へ
の
変
更
に
よ
り

当
初
予
算
の
13
倍
で
あ
る
17
億

円
余
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

国
道
４
０
３
号
と
の
交
差
点
改

良
に
お
け
る
建
物
等
補
償
に
か

か
る
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

本
事
業
の
重
要
度
・
優
先
度
は
。

屋
代
ス
マ
ー
ト
I
C
は
更
埴

I
C
か
ら
３
分
程
の
近
い
場
所

で
あ
り
必
要
か
。

一
重
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
新

幹
線
・
埴
科
用
水
路
・
県
水
施
設
・

し
な
の
鉄
道
・
住
宅
地
が
あ
り

技
術
的
に
も
資
金
面
で
も
難
し

い
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
９
月
に
本
事
業
の
基
本
構

想
が
策
定
さ
れ
、
市
で
は
現
在
、

次
の
段
階
で
あ
る
基
本
計
画
の

国
道
18
号
の
バ
イ
パ
ス
道
路
と

し
て
役
割
を
持
つ
な
ど
将
来
想

定
さ
れ
る
交
通
量
等
沿
道
利
用

の
状
況
か
ら
20
ⅿ
幅
で
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

市
債
発
行
額
が
公
債
費
を
上
回

ら
な
い
こ
と
。
公
債
費
を
削
減

し
て
い
く
こ
と
。
公
共
施
設
総

量
縮
減
の
推
進
。
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
。

事
業
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、

民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
の
う

え
整
備
事
業
を
行
い
、
公
共
は

そ
の
対
価
を
事
業
期
間
に
わ
た

り
支
払
う
こ
と
で
建
設
時
に
お

け
る
多
額
の
支
払
い
を
避
け
、

財
政
負
担
を
平
準
化
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
管
理
運
営
事

業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
に
よ
っ
て
利
用
者
か
ら
の
収

入
増
も
期
待
で
き
る
。

今
後
、
雨
宮
御
神
事
踊
り
保
存

会
の
意
向
や
神
事
の
進
め
方
を

確
認
し
な
が
ら
記
録
映
像
作
成

事
業
の
再
開
を
検
討
し
て
い
く
。

観
客
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
長
野
県
千

曲
建
設
事
務
所
と
協
議
し
、
転

落
事
故
防
止
に
努
め
る
。

建
設
費
40
億
円
、
運
営
費
15
億

円
、
備
品
購
入
費

１.５
億
円
で
全

体
で
の
市
の
実
質
負
担
額
は

30
億
円
に
な
る
。

予
見
で
き
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
経
費
、

人
件
費
及
び
物
価
高
騰
対
策
費

や
児
童
手
当
の
拡
充
な
ど
国
の

施
策
に
伴
い
、
追
加
増
額
さ
れ

た
事
業
が
あ
っ
た
。
ま
た
新
戸

倉
体
育
館
整
備
事
業
や
清
泉
大

学
農
学
部
招
致
計
画
等
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
財
源
が
伴
い
、

市
税
の
増
収
も
見
込
め
予
算
編

成
上
問
題
は
な
い
。
地
方
債
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
有
利

な
起
債
を
活
用
し
て
い
る
。

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
推
進

協
議
会
の
開
催
や
運
営
事
業
者

等
選
定
の
た
め
の
市
場
調
査
、

基
本
計
画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
う
え
で
、

令
和
８
年
３
月
に
は
完
成
さ
せ

た
い
。
ま
た
基
本
計
画
で
は
、

導
入
す
る
施
設
や
規
模
、
整
備

手
法
や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

概
算
事
業
費
を
取
り
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

屋
代
開
発
に
つ
い
て
市
民
の
懸
念

民
間
活
力
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て

国
指
定 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

雨
宮
の
神
事
芸
能
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
澤 

洋
子

中
村 

眞
一

田
中 

秀
樹

無
会
派

新
政
ク
ラ
ブ　

一
志
会

遊
水
地
事
業
、
河
道
掘
削
、
堤
防

補
強
は
怠
り
な
く
国
・
県
・
市
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
堤
防

強
化
も
雨
宮
地
区
に
て
施
工
中
。

野
高
場
地
区
は
今
年
度
よ
り
着

手
予
定
。
大
正
橋
付
近
は
引
き
続

き
監
視
し
て
い
く
。
危
機
管
理
に

お
い
て
も
想
定
外
が
な
い
よ
う

に
万
全
を
期
す
。

国
道
４
０
３
号
工
業
団
地
南
丁

字
交
差
点
か
ら
歴
史
館
ま
で
市

道
。
あ
ん
ず
店
前
の
交
差
点
を

改
良
し
国
道
４
０
３
号
と
接
続

す
る
工
事
は
市
が
事
業
者
と
し

て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

約
15
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

事
業
化
の
検
討
段
階
で
あ
り
、

現
時
点
で
重
要
度
・
優
先
度
を

明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

産
業
促
進
と
物
流
の
効
率
化
、

住
民
生
活
の
安
全
性
向
上
、
周

辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
な
ど
、
６

つ
の
整
備
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

技
術
の
向
上
や
進
歩
に
よ
り
施

工
が
可
能
。
将
来
の
交
通
量
は

１
日
１
万
台
弱
を
想
定
。
屋
代

ス
マ
ー
ト
I
C
供
用
開
始
前
の

事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

移
動
す
る
事
業
所
の
持
つ
従
前

の
機
能
の
確
保
の
た
め
構
外
移

転
工
法
と
し
て
算
定
し
た
。

治
水
対
策
に
つ
い
て

P
F
I
方
式
に
よ
る
新
戸
倉
体
育

館
建
設
に
つ
い
て

第
三
次
総
合
計
画
策
定
時
の
中
期

財
政
計
画
（
R
4
～
8
）
か
ら
の

予
算
拡
大
に
つ
い
て

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
整
備
事

業
に
つ
い
て

財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

聖
澤 

多
貴
雄

自
由
政
策
研
究
会

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=_iQ2u3zsKAw

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=GtSWpzrw_Xo

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=e7VqK4zkfnM

QRコード作成

https://www.youtube.com/watch?
v=sC9aHbS6XGM

財
務
局
の
令
和
10
年
度
見
通
し

は
悪
化
を
示
し
て
い
る
が
。

公
共
施
設
の
総
量
縮
減
に
つ
い

て
は
一
段
階
ス
テ
ー
ジ
を
上
げ

た
か
。

公
共
施
設
管
理
計
画
、
再
編
計

画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
数

値
も
含
め
て
実
態
に
あ
っ
た
改

定
を
し
て
い
く
か
。

実
質
債
務
の
増
加
と
基
金
残
高

の
減
少
が
見
通
さ
れ
る
。
結
果

と
し
て
行
政
経
常
収
支
が
減
少

す
る
。
こ
れ
に
備
え
る
た
め
に

各
種
子
育
て
支
援
策
や
歳
入
の

確
保
や
歳
出
の
適
正
化
な
ど
行

財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

先
送
り
で
き
な
い
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
真
剣
に
進
め
る
。

先
送
り
か
ら
一
転
、
現
実
を
直

視
し
て
数
値
も
含
め
改
定
し
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集
場
所

で
の
立
ち
会
い
な
ど
当
番
の
負

担
軽
減
を

  

◯◯�

ケ
ア
に
満
ち
た
訪
問
介
護
・
在

宅
福
祉
の
充
実
を

策
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
基

本
計
画
の
完
成
は
い
つ
に
な
る

の
か
。
ま
た
基
本
計
画
で
は
何

が
具
体
的
に
決
定
す
る
の
か
。

平成29年4月29日  雨宮の神事芸能　
祭りのクライマックス『橋懸り』

（歴史文化財センター撮影）

【
そ
の
他
の
質
問
】

  

◯◯�

上
田
長
野
地
域
水
道
事
業
の
広

域
化
に
つ
い
て
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築 52 年の治田小学校

雨漏りしている
　　　　　図書室

濡れて使用
　できない本棚

委
員
会
視
察
調
査
報
告
・
活
動
報
告

経
済
建
設
常
任
委
員
会
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

林
　
慶
太
郎

５
月
14
日
、
沖
縄
県
糸
満
市
に
て

台
風
等
の
被
害
軽
減
を
図
っ
た
耐

候
性
園
芸
施
設
整
備
事
業
や
、
認
定

新
規
就
農
者
制
度
を
活
用
し
、
認
定

さ
れ
た
新
規
就
農
者
へ
の
資
金
や

施
設
整
備
の
支
援
と
い
っ
た
新
規

就
農
者
支
援
と
耕
作
放
棄
地
対
策

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

翌
日
に
は
、
同
県
浦
添
市
に
て

A
N
A 

S
P
O
R
T
S 

P
A
R
K

浦
添
を
拠
点
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
浦
添
市
の
運
動
公
園
と
な
る
本

施
設
の
新
体
育
館
整
備
と
、
そ
れ

に
伴
う
陸
上
競
技
場
や
園
路
・
駐
車

場
等
の
再
整
備
に
よ
る
観
光
交
流

拠
点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
っ
た
。
取
り
組
み
の
内
容

と
し
て
、
新
体
育
館
と
と
も
に
、
既

存
体
育
館
を
更
新
し
な
が
ら
役
割
・

機
能
分
担
を
図
っ
て
い
る
こ
と
や
、

利
便
性
向
上
や
財
政
負
担
軽
減
に

向
け
た
官
民
連
携
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。

沖縄県糸満市 沖縄県浦添市
（ANA SPORTS PARK浦添）

議 員 活 動
議会改革アドバイザー

委嘱式の開催
全国市議会議長会
定期総会に出席

　さらなる議会改革に取り組むため、茨
城県取手市議会 前事務局次長の岩﨑弘宜
氏に引き続き「議会改革アドバイザー」
を委嘱することとし、４月 14 日にオン
ラインでの委嘱式を行った。

　5月20日、第101回全国市議会議長会定
期総会が東京国際フォーラムで開催され、
金井議長が出席した。会議では、一般事
務及び会計報告、各委員会報告等を受け
た後、議案審議を行い、すべての提出議
案について原案のとおり可決された。

議
会
だ
よ
り
第
97
号
の
訂
正
に
つ
い
て

　
議
会
だ
よ
り
第
97
号
（
5
月
1
日
発
行
）
7
ペ
ー
ジ

の
写
真
の
説
明
文
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
掲
載
し
た
写
真
は
令
和
7
年
3
月
21
日
に
撮
影
し
た

も
の
で
す
が
、
令
和
6
年
7
月
に
雨
漏
り
の
修
繕
を
終

え
て
い
ま
す
。
写
真
の
説
明
文
を
左
記
の
と
お
り
訂
正

す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

R6.7 月に雨漏りの修繕を終
えた図書室
※現在は本も戻されており、
棚の傷みも夏休み中に修
繕予定

雨漏りの影響で天井が劣化
したため一部立ち入りを制
限している
※本棚と同じく、夏休み中
に修繕予定

議会だよりでは、ページ数の制約がある
ため、一部の記載にとどめています。
一般質問の全ての内容は、千曲市
議会公式ユーチューブチャンネル

（動画）、または会議録検索システム
　（活字）でご覧いただけます。

できれば、一般質問の回答を全て
載せてください。

　　　現在の議会だよりでは、質疑や議決内容、

議員活動などを報告していますが、今後は「その結果、

何がどう変わったのか」「市民生活にどのような影響

　があったのか」といった“成果”や“効果”にも

　　重点をおき、図や事例などを活用して、
　　　  より伝わりやすい紙面づくりを検討して
              いきます。

市議会の活動がどのように私たちの
暮らしに役立っているのか、成果を
分かりやすく知らせてほしいです。

　　市民の声を聞き、また開かれた議会へ改善していくよう改革を進めています。
土日や夜間の議会開催は、議会内や行政側との調整が必要になります。
　現在も行っているユーチューブ配信など更に議会改革を進め、市民の皆様の　
 ニーズにお応えできるよう努力改善していきます。

議会を傍聴したいが、平日仕事をしているため行くことができません。土日開催は
できないのですか。また、関心のある議題、応援している議員の一般質問の様子など、
傍聴・ケーブルテレビ以外で聞く方法を知らせてほしいです。

◎多くのご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。この他にもお寄せいただいた
　アンケートへの回答は、千曲市議会ホームページに掲載しています。

QRコード作成

https://www.city.chikuma.lg.jp/gyoseijoho/chikumashigikai/4098.htm

議会だより アンケートにお答えします

※千曲市議会ホームページを
　ご参照ください。

議会だより
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FAX.026–272–0765
ホームページ   https://www.city.chikuma.lg.jp   E-mail：gikai@city.chikuma.lg.jp

市民の声

日 月 火 水 木 金 土
8/31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 10/1 2 3 4

※�議事の都合により、日程が変更される場合があります。

次回 ９月 定例会予定

本会議

本会議

開　会

委員長報告
討論・採決

委員会 委員会
経済建設 経済建設

本会議
一般質問
（個人）

一般質問
（個人）

一般質問（個人）
議案審議

委員会
総　務 社会文教総　務 社会文教

（会期 28 日間）

個人的に思うこと

原山 千鶴さん
（上山田）

　日ごろから市内を移動していて、空き家や耕作放棄地の多さに驚く。
何かしらの有効活用のあっ旋ができないものかと素人だからこそ思う。
　千曲市内の土地単価は近隣に比べると低価格なのに移住者が少ないの
は、目玉となるようなものが何もないからのような気がする。移住して
も就業先選択肢が少ない、公共交通機関が少ない、道路は時間によって
はどこも大渋滞。

議会を傍聴しよう

議会だよりについてご意見をお寄せください

　本会議・委員会ともにど
なたでも傍聴できます。
　市役所５階の傍聴人受付
簿に住所・氏名・連絡先を
記入し入場してください。

 　『みんなの議会』のさら
なる充実をめざし、読者ア
ンケートを実施しています。
　右記コードを読み取り、ア
ンケートにご回答ください。
　みなさまの貴重なご意見
をお待ちしています。

　コメの値段が上がって、コメ農家の苦労が共有され
るようになりました。今までの値段が安すぎたのは確
かなようです。
　また、中学校の部活動の地域移行で、改めて中学校
教員のこれまでの部活動指導の苦労とありがたさに気
づかされます。
　他にも身の回りに、気づかれないが貴重でありがたい
役割を果たしている人がきっとどこかにいます。そんな
ことに思いを馳せるのも大切なことかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村 恒彦）

　人口増や街の活性化などを求めるなら、「通り道」となる市ではなく、人がよりつくような
店や場所が必要だと思う。
　「みんなの議会」を手にしても、ペラペラ流し読みする程度。市政にほぼ無関心の私だが、も
う少し何とかならないものかと思う。

アンケートはこちら

QRコード作成

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe8D9pVuTBCiFS88AouKjtI7hvg1fsG4PM26s97jW
xQ/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0

議会広報特別委員会
委 員 長
副委員長
委　 員

田中　秀樹
林　慶太郎
栁澤眞由美
川嶋　敬信
中村　恒彦
宇田川弘子
堀内　太一
坂口　吉一


